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【＜概要＞又はく一般目標： GIO>】

医学は基礎医学、臨床医学、社会医学に分類される。基礎医学はヒトの健康の保持・増進のために必要な基礎科学であり、臨床医学は

個々の患者について病態を知り、適切な治療等により、健康の回復を図るものである。公衆衛生学は法医学などとともに、社会医学に

分類される。公衆衛生学は地域社会の住民の健康とOOLの向上を目指す科学であり、技術であることを理解する。

公衆衛生行政は、公の責任において、国・地方公共団体が組織的に国民の健康の保持増進・向上を図る活動である。

講義では、公衆衡生学の基本的な事柄を中心に講じ、理解を促す。

【＜学習目標＞又はく行動目標： S80>】

バランスの取れた看護の専門家としての資質を確保するため、また、ヒトの集団を対象に健康の面から評価••分析し、計画を立て、

行動に移すために、公衆衛生学的アプローチを習得することは、重要である。ヒトの集団に対する社会医学的手法、保健医療計画策定の

基礎、公衆衛生行政の概要、基礎的な疫学手法などにつき理解を深める。
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